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課題名：胚移植技術マニュアル（１４）：牛凍結胚の受胎率を高める移植方法の改良  

［要約］凍結胚の移植は、受胚牛発情後 6～7 日齢での移植が望ましく、新鮮胚よりも短

時間での移植が必要であり、移植者別受胎率に差が出やすい。また、凍結胚・新鮮胚と

もに胚ランクがＢ１以上の黄体であれば受胎率に差はなく、移植前のフルニキシンメグ

ルミン投与により受胎率向上が期待できる。  

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 胚移植、過剰排卵処置、発情同期化  

実施機関名  主  査 畜産総合研究センター市原乳牛研究所  

 協力機関  

実施期間  ２００４年度～２００８年度  

［目的及び背景］ 

県内における胚移植では、黒毛和種やホルスタイン種に過剰排卵処置を施し、7 日目に

胚を回収した後、発情が一致したホルスタイン種受胚牛に新鮮胚移植し 50%以上の受胎率

を得ている。しかし回収胚と受胚牛に過不足が生じることが多く、一部の胚は凍結保存胚

として移植をせざるを得ないため、新鮮胚と同程度の凍結胚受胎率が求められることにな

る。そこで凍結胚の受胎率を、新鮮胚の受胎率 50～60%に近づけるため、移植方法（受胚

牛の黄体形状・移植操作時間・発情後の日齢・移植者の個人差・フルニキシンメグルミン

投与効果）と受胎率の関係について検討し移植方法の改良を図る。 

［成果内容］ 

黒毛和種供胚牛から採取した 7 日目胚をホルスタイン種未経産牛へ移植したところ、以

下の結果となった。 

１ 移植当日の黄体については、千葉県畜産総合研究センター7 日目黄体基準として、形

状・大きさ・内腔の有無によりＡ・Ａ１・Ｂ・Ｂ１及びＣに分類し、Ｃ以下と評価され

たもの、子宮の収弾の強いもの、大きな卵胞が共存しているもの、外陰部がしまってい

ないものは移植不適とし、これを除いたＡ～Ｂ１の受胚牛について移植を行った。この

結果、黄体の評価の違いによる受胎率に凍結胚・新鮮胚移植とも差は見られなかった(表

1)。 

２ 移植器を受胚牛膣内に挿入後から移植完了までに費やした移植操作時間を 4 分未満、4

分～6 分内、6 分以上の 3 区に分類し、それぞれの受胎率を比較した。凍結胚においては

時間の経過に従い各区で受胎率は低下し、4 分未満区と 6 分以上区間に有意な差が見ら

れたが、新鮮胚は各区とも時間の経過に差は見られなかったことから、凍結胚は新鮮胚

と比較して、短時間に移植を行うことが必要である(表 2)。 

３ 胚移植全体における受胚牛の発情後の日齢別間（6～8 日齢）の移植操作時間出現率に

差は見られなかった。また、上記各移植操作時間区を各日齢別に更に区分し受胎率を比



較した所、凍結胚移植においては日齢の経過に従い低下する傾向が明らかとなり、6 分

以上区においては 6 日齢および 7 日齢と 8 日齢の間に有意な差が見られたが、新鮮胚移

植においてはこれらの差はみられなかった。以上の結果から、凍結胚には 8 日齢移植に

おける頸管通過時間と子宮内環境の影響が、より大きく作用されると想定されることか

ら、凍結胚移植においては 6～7 日齢に移植することが望ましいと考えられる(表 3・4)。 

４ 移植者の影響を見るために、本試験を実施した 12 名の移植者について、1 人で移植作

業を完了した事例について受胎率を比較した。この結果、新鮮胚では各移植者間に差は

認められなかったが、凍結胚では特定の移植者間に有意差を認めた。これを移植者間の

熟練度として移植延頭数との関連を検討したが、一部に移植延頭数との相関傾向が見ら

れたものの、全体としては主要因になりえなかった。これにより凍結胚は新鮮胚と比較

して、移植技術者別の移植受胎率に差がある(表 5)。 

５ 移植時の子宮を触る刺激によるプロスタグランディン（ＰＧ）の産生を抑制するため

フルニキシン・メグルミン（非ステロイド系解熱鎮痛消炎剤）の、投与効果（移植前 10

～１5分前、8ml筋肉内投与）をみたところ、新鮮胚においては投与により 40.9%から 62.0%

と向上傾向が見られた。(p<0.066)凍結胚でも同様の傾向が見られた（表 6）。 

［留意事項］ 

［普及対象地域］ 

 県下全域 

［行政上の措置］ 
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